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◎特集 今後における海岸防災林の再生

海
岸
防
災
林
の

被
災
状
況

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
津
波
に
よ
り
太
平
洋
沿

岸
の
海
岸
防
災
林
に
甚
大
な
被
害
が
生
じ
ま
し
た
。

林
野
庁
は
被
災
し
た
海
岸
防
災
林
の
再
生
に
あ

た
っ
て
、
学
識
経
験
者
で
構
成
す
る「
東
日
本
大
震

災
に
係
る
海
岸
防
災
林
の
再
生
に
関
す
る
検
討
会
」

を
設
置
し
、
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

 

こ
の
た
び
、
海
岸
防
災
林
の
再
生
方
針
と
な
る「
今

後
に
お
け
る
海
岸
防

災
林
の
再
生
に
つ
い

て
」が
取
り
ま
と
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

本
報
告
の「
は
じ
め

に
」に
は
、
今
後
、
復

興
へ
の
歩
み
を
進
め

て
い
く
に
当
た
り
、

「
安
全
・
安
心
な
地
域

づ
く
り
」に
取
り
組
む

必
要
性
を
説
い
た
上

で
、
海
岸
防
災
林
の
復

旧
方
法
は
、
地
域
の
要

望
等
を
踏
ま
え
て
検

討
す
る
よ
う
関
係
者

に
求
め
て
い
ま
す
。

岩手県陸前高田市（高田松原）

宮城県亘理町
　被害が特に甚大だった亘理町を含む仙台湾沿岸地域は国
（林野庁（東北森林管理局））による復旧を予定。
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今
回
の
津
波
に
よ
る
青
森
、
岩

手
、
宮
城
、
福
島
、
茨
城
、
千
葉

の
６
県
の
海
岸
林
の
浸
水
被
害
は
、

約
３
、６
６
０
ha
で
、
空
中
写
真

等
を
用
い
て
流
失
・
水
没
・
倒
伏

状
況
を
判
読
し
た
結
果
、
被
害
率

区
分
75
％
以
上
が
約
３
割
、
25
〜

75
％
が
約
２
割
強
と
、
か
つ
て
な

い
甚
大
な
被
害
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
海
岸
防
災
林
の
被
害

の
態
様
は
様
々
で
、

①
防
潮
堤
等
の
施
設
が
存
在
せ

ず
、
林
帯
の
み
が
被
災

②
防
潮
堤
等
の
施
設
の
み
が
被
災

③
津
波
が
防
潮
堤
の
施
設
を
越
え

る
等
に
よ
り
林
帯
の
み
が
被
災

④
防
潮
堤
等
の
施
設
と
林
帯
が
と

も
に
被
災（
今
回
の
津
波
被
害

の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
）

に
大
別
さ
れ
ま
す
。

当該地域の海岸線の
うち保安林の延長約
230km

今回の大震災により
約140kmが被災

今
後
に
お
け
る

海
岸
防
災
林
の
再
生
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海
岸
防
災
林
の
津

波
に
対
す
る
効
果

青森県八戸市
　津波により流さ
れた船などの漂流
物を海岸防災林が
捕捉。
〈八戸市森林組合提供〉

福島県いわき市
　津波から農地を
守った海岸防災林。
海岸防災林により車
などを捕捉。

　

海
岸
防
災
林
は
、
潮
害
や
飛
砂
・

風
害
の
防
備
等
の
災
害
防
止
の
ほ

か
、
地
域
の
生
活
環
境
の
保
全
に

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
津
波
に
対
す
る
効
果
は
、

過
去
の
津
波
の
事
例
調
査
等
か
ら
、

①
津
波
の
波
力
を
減
衰
し
て
流
速
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
低
下
さ
せ
、
そ
の

破
壊
力
を
弱
め
る
こ
と

②
樹
木
が
漂
流
物
の
移
動
を
阻
止

し
、
移
動
に
よ
っ
て
生
じ
る
二
次

的
災
害
を
軽
減
ま
た
は
防
止
す
る

こ
と

③
波
に
さ
ら
わ
れ
た
人
が
す
が
り
つ

い
た
り
、
ひ
っ
か
か
る
対
象
と
な

る
こ
と

④
強
風
に
よ
る
砂
丘
の
移
動
を
防
い

で
海
岸
に
高
い
地
形
を
保
ち
、
そ

れ
が
津
波
に
対
す
る
障
壁
と
な
っ

て
海
水
の
侵
入
を
阻
止
す
る
こ
と

と
い
っ
た
効
果
が
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
津
波
で
も
、
壊
滅
的
被
害

を
受
け
た
海
岸
防
災
林
も
多
い
が
、

津
波
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
減
衰
効
果
、
到

達
時
間
の
遅
延
効
果
が
み
ら
れ
た
事

例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
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海
岸
防
災
林
の

再
生
の
基
本
的

な
考
え
方

●
海
岸
防
災
林
は
、
津
波
自
体
を
完
全
に
抑
止

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
津
波
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
減
衰
効
果
や
漂
流
物
の
捕
捉
効
果

な
ど
被
害
の
軽
減
効
果
が
み
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
に
お
い
て
多
重
防

御
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
　

ま
た
、
今
回
の
津
波
に
よ
る
海
岸
防
災
林

の
被
害
は
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
各
県
を

中
心
と
し
て
広
範
囲
に
及
び
、
津
波
の
規
模

や
地
形
等
に
よ
り
、
被
災
状
況
は
地
域
に
よ

り
多
様
で
す
。

　
　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
地
域
の
防
災
機
能
の

確
保
を
図
る
観
点
か
ら
、
飛
砂
・
風
害
の
防

備
等
の
災
害
防
止
機
能
に
加
え
、
津
波
に
対

す
る
被
害
軽
減
効
果
も
考
慮
し
た
海
岸
防
災

林
の
復
旧
・
再
生
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

●
被
災
箇
所
ご
と
に
、
被
災
状
況
や
地
域
の
実

情
さ
ら
に
は
地
域
の
生
態
系
保
全
の
必
要
性

等
を
踏
ま
え
、
海
岸
防
災
林
の
再
生
方
法
を

決
定
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
　

こ
の
際
、
維
持
管
理
を
含
む
コ
ス
ト
な
ど

も
合
わ
せ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
基
本
的
な
方
向
性
は
、
大
別
し
て
以
下
の
４
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パ
タ
ー
ン
が
想
定
さ
れ
、
単
独
パ
タ
ー
ン
や

こ
れ
ら
パ
タ
ー
ン
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
海

岸
防
災
林
の
再
生
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

　
　

な
お
、
林
帯
幅
に
つ
い
て
は
、
後
背
地
の

土
地
利
用
状
況
な
ど
地
域
の
実
情
を
十
分
踏

ま
え
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
と
も
に
、
生

育
基
盤
に
つ
い
て
は
、
根
返
り
に
よ
る
被
害

を
防
止
す
る
観
点
か
ら
、
必
要
に
応
じ
盛
土

し
、
森
林
造
成
す
る
こ
と
に
よ
り
必
要
な
機

能
を
確
保
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

本
部
の「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
の
基
本
方
針
」で
は
、
災
害

に
強
い
地
域
づ
く
り
の
施
策
と
し

て「
沿
岸
部
の
復
興
に
あ
た
り
防

災
林
も
活
用
す
る
」こ
と
が
明
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

被
災
各
県
及
び
各
市
町
村
は
、

復
興
計
画
等
を
策
定
し
て
き
て
お

り
、「
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別

区
域
法
」や「
津
波
防
災
地
域
づ
く

り
に
関
す
る
法
律
」も
踏
ま
え
た

検
討
が
今
後
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

●
海
岸
防
災
林
の
効
果
や
役
割
等
に

つ
い
て
地
域
住
民
の
十
分
な
理
解

を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

上
で
、
海
岸
防
災
林
の
再
生
は
、

地
域
の
復
興
計
画
等
と
の
整
合
を

図
る
よ
う
検
討
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

●
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
で
は
、
飛

砂
防
備
等
の
機
能
面
か
ら
す
れ

ば
50
ｍ
程
度
以
上
の
林
帯
幅
が

必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
海
浜
部
は
飛
砂
・

塩
害
等
樹
林
に
と
っ
て
は
厳
し

い
生
育
環
境
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

●
中
央
防
災
会
議「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
を
教

訓
と
し
た
地
震
・
津
波
対
策
に
関
す
る
専
門
調

査
会
」等
で
は
、
発
生
頻
度
と
規
模
の
異
な
る
津

波
に
対
す
る
今
後
の
対
策
が
取
り
ま
と
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
復
興
対
策

帯
の
配
置

林

再
生
に
当
た
っ
て

留
意
す
べ
き
事
項

4Chapter

海岸防災林の再生パターン
リアス式海岸部など林帯幅が狭い箇所や施設のみの被災箇所では、
林帯を再生しつつ、施設の原型復旧若しくは施設の改良により必要
な機能を確保

平野部など林帯幅が確保できる箇所では、林帯幅の確保やそれに
加え人工盛土の造成により必要な機能を確保

被災箇所ごとに、被災状況や地域の実情さらには生態系保
全の必要性等を踏まえ、海岸防災林の再生方法を決定

原形復旧

※林帯のみの復旧あり
※必要に応じ森林造成のための盛土

※必要に応じ森林造成のための盛土

施設の改良

林帯幅の確保 林帯幅の確保

※必要に応じ森林造成のための盛土

③に加え人工盛土の造成（多機能海岸防災林）

森林の造成（林帯幅の確保）

無害化された再生資材など
資材の有効利用

❶

❸

❷

❹

域
の
復
興
計
画
等
と
の
整
合

地
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一
概
に
は
言
え
な
い
も
の
の
、
こ

れ
ら
の
影
響
の
程
度
に
応
じ
て
お

お
む
ね
１
５
０
〜
２
５
０
ｍ
程
度

の
林
帯
幅
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

●
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
に
よ
る
と
、

津
波
高
３
ｍ
等
の
一
定
条
件
で
の

数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
と

し
て
、
林
帯
幅
50
ｍ
程
度
以
上
で

家
屋
破
壊
等
に
影
響
す
る
津
波
の

流
体
力（
流
速
、
水
流
圧
力
等
）を

半
分
以
下
に
低
減
し
、

津
波
の
到
達
距
離
、
浸

水
深
の
低
減
は
林
帯
幅

２
０
０
ｍ
以
上
か
ら
高

い
効
果
が
み
ら
れ
る
と

の
知
見
が
あ
り
ま
す
。

　
　

さ
ら
に
、
今
回
実
施

し
た
津
波
高
６
・
５
ｍ
等

の
一
定
条
件
で
の
数
値

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
林
帯
幅
が
２
０
０

ｍ
の
海
岸
防
災
林
が
存

在
し
た
場
合
に
は
、
流

体
力
が
３
割
程
度
減
少

す
る
結
果
と
な
っ
て
い

ま
す
。

●
こ
れ
ら
の
知
見
を
踏
ま

え
、
海
岸
防
災
林
を
復

旧
・
再
生
す
る
観
点
か

ら
は
、
広
い
林
帯
幅
と
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
望
ま
し
い
林
帯
幅
の
確
保
が
難
し

い
場
合
は
、
森
林
の
構
成
に
よ
り

機
能
を
高
め
る
こ
と
も
検
討
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
海
岸
線
に
垂
直
方
向
の
通
路
等
で

林
帯
が
分
断
さ
れ
な
い
よ
う
、
で

き
る
限
り
留
意
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

●
津
波
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
減
衰
や
樹
木

の
成
長
に
影
響
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
微
地
形
に
も
着
目
し
て
検

討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、

地
盤
高
が
低
く
地
下
水
位
が
高
い

箇
所
で
は
、
根
返
り
し
流
木
化
し

た
も
の
が
多
数
存
在
し
て
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

ま
た
、
十
分
な
樹
高
を
有
し
被

害
を
受
け
ず
に
残
っ
た
樹
木
は
、

地
下
水
位
よ
り
上
位
の
土
層
深
が

３
ｍ
程
度
の
箇
所
で
生
育
し
て
お

り
、
ま
た
、
幹
折
れ
し
た
が
根
返

り
は
し
な
か
っ
た
樹
木
は
、
地
下

水
位
よ
り
上
位
の
土
層
深
が
２
ｍ

程
度
の
箇
所
で
生
育
し
て
い
た
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

●
植
栽
木
の
生
育
基
盤
の
造
成
で

は
、
地
下
水
位
等
か
ら
２
〜
３
ｍ

程
度
の
地
盤
高
さ
を
確
保
す
る
た

め
の
盛
土
を
実
施
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
際
、
盛
土
に
よ
る
津
波
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
減
衰
効
果
の
観
点
か
ら
、

海
側
か
ら
陸
側
に
緩
や
か
な
上
り

勾
配
や
起
伏
を
設
け
る
こ
と
を
検

討
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

●
漂
流
物
の
捕
捉
効
果
の
発
揮
等
の

災
害
防
止
機
能
の
確
保
、
林
帯
内

で
流
木
化
し
た
樹
木
を
抑
止
す
る

観
点
か
ら
、
少
な
く
と
も
、
陸
側

林
縁
部
で
は
、
十
分
に
盛
土
高
さ

を
確
保
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

●
林
帯
の
海
側
及
び
中
間
部
も
、
十

分
に
盛
土
高
さ
を
確
保
す
る
こ
と

は
、
林
帯
保
全
の
観
点
か
ら
有
効

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
人
工
盛
土
は
、
背
後
の
林
帯
を
風

や
飛
砂
等
か
ら
保
護
す
る
以
外
に
、

津
波
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
減
衰
に
よ
り

幹
折
れ
被
害
を
抑
制
す
る
効
果
も

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
人
工
盛
土
の
高
さ
は
、
周
辺
の
人

工
砂
丘
の
高
さ
等
を
考
慮
の
上
、

林
帯
の
幹
折
れ
被
害
を
で
き
る
限

り
抑
制
す
る
観
点
か
ら
、
箇
所
ご

と
に
津
波
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
減
衰
を

考
慮
し
た
高
さ
を
検
討
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
人
工
盛
土
の
法
面
は
、
海
側
で
は
、

飛
砂
・
風
害
の
防
備
や
土
量
・
盛

土
面
積
を
抑
制
す
る
観
点
か
ら
、

育
基
盤
の
造
成

生

工
盛
土
の
造
成

人

陸側林縁位置での減衰率

0

60

50

40

30

20

10

0
100 200 300 400 500 600

林帯幅

注1：「流体力指標」とは、流速の二乗に水深を乗じた値。「水流圧力」とも呼ぶ。
注2：「減衰率」とは、林帯がない場合とある場合の流体力指標の差を林帯がない
　　 場合の流体力指標で割ってパーセントで表したもの。

流
体
力
指
標
の
減
衰
率
［
％
］ 47％

27％

19％
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１
：
２
程
度
の
勾
配
。
陸
側
は
、

越
水
し
た
際
の
法
面
侵
食
、
法
尻

洗
掘
の
抑
制
を
図
る
観
点
か
ら
緩

傾
斜
と
し
、
砂
草
も
し
く
は
張
芝

で
表
面
を
被
覆
す
る
な
ど
の
表
面

侵
食
対
策
を
施
す
こ
と
が
望
ま
し

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
人
工
盛
土
は
、
背
後
の
林
帯
を
保

全
す
る
観
点
か
ら
造
成
し
、
林
帯

の
前
面（
海
側
）に
配
置
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
市
街
地
等
の
保
全
対
象
と
の
関
係

等
を
考
慮
し
、
孤
塁
の
単
独
若
し

く
は
千
鳥
格
子
状
の
配
置
も
検
討

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

災
害
廃
棄
物
由
来
の
再
生
資
材
の
利
用

●
災
害
廃
棄
物
は
、
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律（
以
下
、

「
廃
掃
法
」と
い
う
）上
、
原
則
と
し

て
一
般
廃
棄
物
と
し
て
取
り
扱
わ

れ
ま
す
。
災
害
廃
棄
物
の
再
生
利

用
に
つ
い
て
は
、
廃
掃
法
、
東
日

本
大
震
災
に
係
る
災
害
廃
棄
物
の

処
理
指
針（
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）及

び
東
日
本
大
震
災
津
波
堆
積
物
処

理
指
針
な
ど
の
既
存
の
法
制
度
・

指
針
等
に
基
づ
い
て
、
適
切
に
処

理
等
が
行
わ
れ
た
再
生
資
材
を
用

い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
コ
ン
ク
リ
ー
ト
く
ず
に
つ
い
て
は
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
用
骨
材
、
路
盤
材
、

埋
め
戻
し
材
・
裏
込
め
材
な
ど
と

し
て
従
来
と
同
様
に
利
用
で
き
、

破
砕
・
粒
度
調
整
の
加
工
を
施
し
、

盛
土
材
等
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

●
津
波
堆
積
物
に
つ
い
て
は
、
そ
の

物
理
的
性
状
が
建
設
発
生
土
利
用

技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
お
け
る
土
質

区
分
の
う
ち
、
第
１
種
〜
第
３
種

建
設
発
生
土
相
当
の
津
波
堆
積
物

は
そ
の
ま
ま
、
第
４
種
・
泥
土
相

当
の
津
波
堆
積
物
は
必
要
な
土
質

改
良
を
行
う
こ
と
に
よ
り
盛
土
材

と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

●
木
く
ず
は
、
チ
ッ
プ
加
工
を
行
っ

た
上
で
、
土
壌
改
良
材
、
マ
ル
チ

ン
グ
材
等
に
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
津
波
に
よ
り
被

災
し
た
森
林
内
に
残
存
し
て
い
る

倒
木
・
枯
損
木
は
、
い
わ
ゆ
る「
自

ら
利
用
」す
る
こ
と
に
よ
り
、
従
来

と
同
様
に
、
小
規
模
な
土
留
め
、

柵
工
、
筋
工
、
暗
渠
工
等
へ
の
再

生
資
材
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

●
復
旧
・
復
興
事
業
に
伴
う
建
設
発

生
土
に
つ
い
て
も
、
盛
土
材
と
し

て
利
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

●
津
波
に
関
連
し
た
こ
れ
ま
で
の
研
究

成
果
や
今
回
実
施
し
た
調
査
に
よ

り
、
以
下
の
知
見
が
得
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
知
見
等
を
踏
ま
え
、

森
林
の
構
成
を
検
討
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
根
系
が
発
達
し
、
胸
高
直
径
が

太
く
頑
丈
な
幹
を
持
つ
樹
木
は

被
害
を
受
け
に
く
く
、
漂
流
物

の
捕
捉
効
果
を
期
待
で
き
ま
す
。

②
枝
下
高
の
高
い
樹
木
は
樹
冠
部

分
へ
の
津
波
の
影
響
が
少
な
い

た
め
、
津
波
の
被
害
を
受
け
る

可
能
性
は
低
く
な
り
ま
す
。
一

方
、
津
波
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
減
衰

効
果
は
幹
だ
け
で
な
く
枝
・
葉

の
効
果
も
確
認
さ
れ
て
お
り
、

枝
下
高
が
低
い
方
が
減
衰
効
果

を
期
待
で
き
ま
す
。

③
小
径
木
は
津
波
被
害
を
受
け
て

も
、
傾
い
て
そ
の
場
に
と
ど
ま

る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
被

災
し
た
場
合
で
も
津
波
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
減
衰
効
果
を
期
待
で
き

ま
す
。

●
植
栽
樹
種
に
つ
い
て
は
、
海
岸
の

害
廃
棄
物
由
来
の

再
生
資
源
の
利
用

災

林
の
構
成

森

最
前
線
は
飛
砂
、
潮
風
、
寒
風
等

の
害
に
十
分
耐
え
う
る
も
の
、
陸

側
は
防
風
効
果
を
高
め
る
た
め
に

保
全
対
象
に
対
し
十
分
な
樹
高
を

も
つ
も
の
か
ら
選
定
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
植
栽

樹
種
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
海

岸
の
最
前
線
は
、
針
葉
樹
で
は
ク

ロ
マ
ツ
、
ア
カ
マ
ツ
等
、
広
葉
樹

で
は
カ
シ
ワ
、
ト
ベ
ラ
等
が
あ
げ

ら
れ
、
陸
側
は
、
針
葉
樹
で
は
ク

ロ
マ
ツ
、
ア
カ
マ
ツ
等
、
広
葉
樹

で
は
カ
シ
ワ
、タ
ブ
ノ
キ
、コ
ナ
ラ
、

エ
ゾ
イ
タ
ヤ
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

●
海
岸
防
災
林
で
の
植
栽
本
数
は
、

１
０
、０
０
０
本
／
ha
が
標
準
と
さ

れ
て
い
る
が
、
飛
砂
、
潮
風
の
樹

木
へ
の
影
響
を
低
減
で
き
る
場
合

な
ど
植
栽
地
の
環
境
等
に
応
じ
て

植
栽
本
数
を
減
ら
す
こ
と
も
検
討

で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
災
害
防
止
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た

め
、
適
切
な
管
理
に
よ
り
健
全
な

林
帯
を
育
成
・
維
持
管
理
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
際
、

区
域
毎
に
期
待
さ
れ
る
機
能
を
踏

ま
え
た
維
持
管
理
を
検
討
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
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海岸防災林再生のイメージ図（将来像）
～「海岸防災林の再生に関する検討会」 で議論～

【
海
側
】

【
陸
側
】

高密で樹高が低い海側の林帯
津波エネルギーの減衰

人工盛土
風や飛砂等の軽減
津波エネルギーの減衰

緩やかな上り勾配
津波エネルギーの減衰

下層木を導入した中間の林帯
津波エネルギーの減衰

大径木化した陸側の林帯
大径木による流木や漂流物の捕捉

津波エネルギー減衰
津波被災後の残存木による
防風機能等の維持

管理道

生育基盤盛土
根系の健全な成長
樹木の根返り防止

40-

20-

0-

M

0 100 200

十分な育成基盤盛土
津波エネルギーの減衰
大径木化が可能

■将来の断面イメージ

地形の起伏
津波エネルギーの減衰

青森県八戸市
　JR 東日本等が県と企画した東北復興支援植樹ツ
アーとして被災した海岸防災林の再生に向けて、クロ
マツの植樹を実施。

●
今
回
の
津
波
に
よ
り
被
災
し
た
海

岸
防
災
林
の
着
実
な
再
生
を
図
る

た
め
、
苗
木
の
供
給
体
制
を
確
立

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
海
岸
防

災
林
の
再
生
の
進
度
や
植
栽
地
の

環
境
に
適
し
た
苗
木
の
需
要
量
を

把
握
し
た
上
で
、
そ
れ
に
見
合
っ

た
苗
木
生
産
量
の
確
保
や
抵
抗
性

マ
ツ
苗
木
の
生
産
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。

●
広
葉
樹
の
苗
木
供
給
を
検
討
す
る

に
は
、
苗
木
の
需
要
量
を
把
握
し

た
上
で
、
植
栽
予
定
地
に
従
来
自

岩手県野田村
　海岸防災林が甚大に被災。復旧に向けてまずは防潮
堤の応急復旧が完成。

化
体
制
の
整
備

緑

生
す
る
樹
種
で
あ
る
と
と
も
に
、

で
き
る
限
り
植
栽
地
の
生
育
環
境

に
近
い
地
域
で
採
取
し
た
種
子
か

ら
生
産
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
整

え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

●
植
栽
や
そ
の
後
の
保
育
等
に
つ
い

て
は
、
治
山
事
業
に
よ
る
も
の
の

ほ
か
、
防
災
意
識
の
向
上
や
地
域

の
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
活
動
と

な
り
得
る
こ
と
等
の
観
点
か
ら
、

地
域
住
民
や
地
域
の
緑
化
団
体
等

の
参
画
に
よ
る
植
栽
や
保
育
等
に

つ
い
て
も
積
極
的
に
検
討
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。　


